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東日本大震災から８年を迎えた。被災地の水産業は、ハード面
の復興が一段落しつつある一方、水揚げの減少、人手不足などの
課題を抱えながら、新たな一歩をどう踏み出すかが問われ始めて
いる。岩手県で始まろうとしているサーモン養殖や、宮城のニー
ズに合ったワカメ生産など、被災地で芽吹き始めた新たな「挑戦」
にスポットを当てた。

「
水
産
業
は
、
生
産
者
だ
け

が
潤
っ
て
も
意
味
が
な
い
。
地

元
の
加
工
・
流
通
も
潤
い
、
既

存
の
漁
業
を
補
完
す
る
岩
手
の

養
殖
を
育
て
た
い
」
と
、
Ｊ
Ｆ

宮
古
漁
協
の
大
井
誠
治
組
合
長

は
力
を
込
め
る
。

国
が
改
正
漁

業
法
を
公
布
し

水
産
改
革
を
推

進
し
よ
う
と
す

る
中
で
、
宮
古

漁
協
は
、
宮
古

市
の
２
０
１
９
年
度
事
業
の
委

託
を
受
け
、
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ

ン
（
以
下
ト
ラ
ウ
ト
）
の
海
上

養
殖
と
、
幻
の
高
級
カ
レ
イ
と

い
わ
れ
る
ホ
シ
ガ
レ
イ
陸
上
養

殖
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

養
殖
へ
の
挑
戦
が
、
単
な
る

生
産
拡
大
を
目
指
し
た
も
の
で

な
い
こ
と
は
、
大
井
組
合
長
の

言
葉
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
が
宮
古
市
を
襲

っ
て
か
ら
約
１
か
月
と
い
う
短

期
間
で
奇
跡
的
な
市
場
再
開
を

果
た
し
た
大
井
組
合
長
だ
が
、

水
揚
げ
の
再
開
だ
け
で

は
機
能
し
な
い
水
産
業

の
奥
深
さ
を
痛
感
。
車

の
両
輪
と
い
う
言
葉
だ

け
で
は
語
り
尽
く
せ
な

い
生
産
、
加
工
・
流
通

と
い
う
す
べ
て
が
あ
っ

て
初
め
て
機
能
す
る
水

産
業
の
現
実
が
、
養
殖

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
目

的
を
「
地
元
水
産
業
全

体
の
成
長
産
業
化
」
に

結
び
付
け
た
。

こ
れ
ま
で
岩
手
県
の

養
殖
と
い
え
ば
、
ワ
カ

メ
、
ホ
タ
テ
、
カ
キ
な

ど
無
給
餌
養
殖
が
中
心

だ
っ
た
。
一
部
地
域
で

魚
類
養
殖
が
行
わ
れ
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
海

洋
環
境
の
保
全
に
対
す

る
意
識
の
強
さ
と
大
き

な
リ
ス
ク
を
伴
う
魚
類

養
殖
へ
の
慎
重
さ
で
、

隣
県
の
宮
城
で
ギ
ン
ザ

ケ
養
殖
が
盛
ん
に
な
る

中
も
、
岩
手
県
の
魚
類

養
殖
が
広
が
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。そ
れ
ほ
ど
、

岩
手
県
と
魚
類
養
殖
は

結
び
付
き
に
く
い
と
思

わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
、
そ

う
し
た
壁
を
乗
り
越
え

て
魚
類
養
殖
に
挑
戦
す
る
背
景

に
は
、
近
年
、
特
に
震
災
後
か

ら
の
大
幅
な
水
揚
げ
減
少
が
あ

る
。
一
昨
年
に
は
、
主
力
の
秋

サ
ケ
不
振
に
イ
カ
や
サ
ン
マ
の

不
漁
も
加
わ
り
、
魚
市
場
の
年

間
水
揚
げ
は
と
う
と
う
２
万

を
割
っ
た
。
過
去
６０
年
の
歴
史

を
み
て
も
記
録
に
な
い
ほ
ど
少

な
い
水
揚
げ
は
、
地
元
魚
を
加

工
原
料
と
す
る
水
産
加
工
業
も

直
撃
し
、「
サ
ー
モ
ン
ラ
ン
ド
」

を
標
榜
（
ぼ
う
）
す
る
宮
古
市

や
地
元
の
水
産
関
係
者
の
危
機

感
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
既
存

の
秋
サ
ケ
漁
業
を
続
け
な
が
ら

新
し
い
水
産
業
の
芽
を
育
て
ら

れ
な
い
か
と
宮
古
市
が
約
１
年

を
か
け
た
答
え

が
、
ト
ラ
ウ
ト

養
殖
と
ホ
シ
ガ

レ
イ
の
陸
上
養

殖
に
つ
な
が
っ

た
。

特
に
ト
ラ
ウ
ト
は
、
岩
手
県

の
水
産
業
が
最
盛
期
を
迎
え
る

秋
か
ら
冬
を
避
け
て
養
殖
で

き
、
既
存
漁
業
と
の
両
立
が
可

能
で
、
試
験
の
実
現
を
後
押
し

し
た
。
春
先
か
ら
夏
の
ま
と
ま

っ
た
漁
が
少
な
く
な
る
時
期
に

出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
る
魚
類

養
殖
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
生
産

者
だ
け
で
な
く
、
市
場
、
水
産

加
工
・
流
通
業
が
受
け
る
恩
恵

も
大
き
い
。
地
元
へ
の
還
元
を

強
め
る
目
的
で
、
宮
古
漁
協
は

相
対
で
は
な
く
全
量
魚
市
場
に

上
場
す
る
方
針
も
打
ち
出
し
て

い
る
。

大
井
組
合
長
は
言
う
。

「
国
も
水
産
業
の
成
長
産
業

化
を
打
ち
出
し
、
改
正
漁
業
法

を
成
立
さ
せ
た
。
そ
こ
に
は
資

源
管
理
の
強
化
と
養
殖
業
の
拡

大
に
よ
る
成
長
産
業
化
が
あ
る

が
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を

担
う
の
は
大
手
の
民
間
企
業
で

な
く
漁
協
で
あ
る
べ
き
だ
。
魚

類
養
殖
が
大
変
な
の
は
十
分
に

承
知
し
て
い
る
が
、
生
産
性
の

高
い
岩
手
の
海
を
守
り
な
が

ら
、
宮
古
を
は
じ
め
、
岩
手
県

の
沿
岸
を
元
気
に
で
き
る
事
業

化
を
完
遂
し
た
い
」
と
、
地
元

フ
ァ
ー
ス
ト
（
第
一
）
の
魚
類

養
殖
実
現
に
意
欲
を
燃
や
し
て

い
る
。

│
│
三
陸
沿
岸
部
の
ハ
ー
ド

面
の
復
興
は
か
な
り
進
み
ま
し

た
。次
に
は
何
が
必
要
で
す
か
。

「
こ
れ
ま
で
、
岩
手
の
水
産

業
は
海
が
も
つ
天
然
の
生
産
力

に
頼
っ
て
き
た
。
今
は
、
人
の

手
で
管
理
が
可
能
な
新
た
な
漁

業
種
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

岩
手
県
の
海
は
親
潮
と
黒
潮
が

ぶ
つ
か
る
影
響
で
多
種
多
様
な

魚
介
類
を
育
む
環
境
が
特
徴

だ
。
し
か
し
、
温
暖
化
な
ど
の

影
響
で
そ
の
恵
ま
れ
た
漁
場
が

変
化
し
て
い
る
。
主
要
魚
種
の

秋
サ
ケ
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
海
藻
類
で
も
生
育
不
順
が

み
ら
れ
て
い
る
。
貝
類
養
殖
で

は
貝
毒
が
異
常
発
生
す
る
な

ど
、
新
た
な
問
題
が
次
々
と
起

こ
っ
て
い
る
。
今
後
、
漁
業
者

が
安
定
し
た
収
入
を
得
る
た
め

に
は
、
生
産
数
量
な
ど
を
人
の

手
で
決
定
・
調
整
で
き
る
魚
類

養
殖
の
よ
う
な
新
し
い
産
業
が

重
要
に
な
る
」

│
│
な
ぜ
魚
類
養
殖
な
の
で

す
か
。

「
魚
類
養
殖
は
人
の
手
で
給

餌
を
行
う
た
め
、
海
の
環
境
変

化
に
よ
る
不
漁
・
不
作
の
リ
ス

ク
を
回
避
で
き
る
。
陸
上
養
殖

す
れ
ば
海
の
影
響
を
一
切
排
除

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
人
が
住

め
な
く
な
っ
た
海
辺
の
土
地
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
陸
上
施
設
な
ら
、
漁
船
で

の
仕
事
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
り
、
若
い
人
材
の
確
保
も
し

や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

総
じ
て
地
元
の
産
業
活
性
化
に

つ
な
が
る
」

│
│
課
題
は
。

「
１
つ
目
は
漁
業
者
の
理
解

を
得
る
こ
と
。
『
給
餌
式
の
養

殖
が
海
を
汚
染
す
る
』
と
い
う

考
え
を
も
つ
人
も
多
い
。
確
か

に
生
の
餌
が
主
流
だ
っ
た
頃

は
、
食
べ
残
し
が
イ
ケ
ス
の
下

で
ヘ
ド
ロ
と
な
り
、
海
域
を
富

栄
養
状
態
に
す

る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在

の
主
流
は
配
合

飼
料
。
海
中
で

分
解
さ
れ
づ
ら

く
、
食
べ
残
し

も
少
な
い
。
こ

う
い
っ
た
デ
ー

タ
を
示
せ
ば
漁

業
者
も
納
得
し

て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
２

つ
目
は
コ
ス
ト

の
高
さ
。
陸
上

養
殖
に
せ
よ
、

海
面
養
殖
に
せ

よ
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
貝

・
海
藻
類
養
殖
を
は
る
か
に
超

え
る
。
一
企
業
や
漁
業
者
だ
け

で
行
う
の
は
現
実
的
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
水
産

業
界
の
団
結
が
カ
ギ
と
な
る
と

考
え
て
い
る
。
生
産
者
や
加
工

業
者
の
協
業
化
や
、
少
し
ず
つ

出
資
し
て
の
新
会
社
設
立
な
ど

で
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」│

│
ど
の
よ
う
な
魚
種
が
適

し
て
い
ま
す
か
。

「
岩
手
県
沿
岸
の
水
温
に
適

し
て
い
る
の
は
サ
ケ
・
マ
ス

類
。
国
内
の
需
要
も
伸
び
て
い

る
。
隣
県
・
宮
城
で
の
よ
う
に

年
間
１
万

を
超
す
生
産
体
制

を
岩
手
で
築
き
上
げ
る
に
は
時

間
が
か
か
る
が
、
餌
の
違
い
や

交
配
で
独
自
性
を
出
す
『
ご
当

地
サ
ー
モ
ン
』
を
陸
上
養
殖
す

る
な
ら
比
較
的
早
い
段
階
で
実

現
可
能
だ
と
思
う
。
問
題
は
岩

手
な
ら
で
は
の
魚
種
を
い
か
に

作
る
か
だ
」

│
│
岩
手
大
学
は
ど
う
貢
献

し
ま
す
か
。

「
三
陸
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
岩
手
県
に
な
じ
み
深
い

シ
ロ
ザ
ケ
（
秋
サ
ケ
）
や
サ
ク

ラ
マ
ス
な
ど
の
交
配
に
よ
り
、

成
長
が
早
い
も
の
や
稚
魚
の
段

階
で
海
水
に
適
応
で
き
る
種
苗

の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
陸
上

養
殖
に
せ
よ
、
海
面
養
殖
に
せ

よ
、
こ
の
よ
う
な
岩
手
独
自
の

サ
ー
モ
ン
が
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
岩
手
大
学
と

し
て
は
、
水
産
シ
ス
テ
ム
学
コ

ー
ス
を
通
し
て
、
岩
手
県
沿
岸

の
漁
業
や
水
産
加
工
業
、
水
産

行
政
の
場
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
う
し
て
輩
出
し
た
若
者

が
最
先
端
の
技
術
や
運
営
体
制

を
取
り
込
ん
だ
『
新
し
い
カ
タ

チ
の
水
産
業
』
を
導
入
す
る
支

援
を
し
た
い
」

岩
手
大
学
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
学
を
挙
げ
て
沿
岸
部
の
復
興
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
一
環
で
昨
年
に
は
沿
岸
の
拠
点
で
あ
る
三
陸
水
産
研

究
セ
ン
タ
ー
（
釜
石
市
）
に
水
産
シ
ス
テ
ム
学
コ
ー
ス
を
新
設
。
水
産
業
に
携
わ
る

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
一
方
、
岩
手
な
ら
で
は
の
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
に
な
り
得
る

種
苗
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
副
セ
ン
タ
ー
長
で
、
育
種
研

究
を
行
っ
て
い
る
平
井
俊
朗
教
授
に
、
復
興
が
一
段
落
し
た
先
に
み
え
る
水
産
業
の

「
新
た
な
カ
タ
チ
」
を
聞
い
た
。

新
た
な
サ
ー
モ

ン
の
種
苗
開
発

に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
熱

く
語
る
平
井
教

授
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地元ファーストの養殖へ

ホシガレイの陸上養殖には東北水研宮古
庁舎の種苗が活用される

復
興
、そ
の
次
は
？

２０１９（平成３１）年３月１１日（月曜日）

岩
手
大
学
・
三
陸
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

平
井
俊
朗
副
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

地元ファーストの養殖実現へ
意欲を語る大井組合長

新たなサーモン養殖に活路

種
苗
、人
材
開
発
で
貢
献

次のステージへ
挑戦する三陸

岩
手
・
宮
古
が
ト
ラ
ウ
ト
、

ホ
シ
ガ
レ
イ
で
挑
戦

海
洋
の
未
来
を
拓
く
た
め
に

国
立
大
学
法
人

水
色
の
羽
根
募
金

漁
船
海
難
遺
児
に
愛
の
手
を
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宮
古
漁
協
か
ら
望
む
宮
古
湾
。
こ
こ
で
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の

養
殖
試
験
が
行
わ
れ
る


